
災害時の活動

　 大災害が発生し たと き 、 交通網の寸断などによ り 、 消防や警察など

の公共機関が十分に対応でき ない可能性も あり ます。 そんなと き に力

を発揮するのが「 自主防災組織」 です。

　 自主防災組織と は、 地域の人々が自発的に防災活動を行う 組織です。

「 自分たちのまちは自分たちで守る」 と いう 心がまえで、 積極的に自主

防災組織の活動に参加し 、 災害に強いまちをつく り まし ょ う 。

自主防災組織に参加し よう自主防災組織に参加し よう自主防災組織に参加し よう 災害時要援護者を災害から 守ろ う災害時要援護者を災害から 守ろ う災害時要援護者を災害から 守ろ う

●地域内の防災環境の確認

　 災害発生時に、 地域

内に被害の拡大につな

がる原因がないか、 ま

た一人暮ら し の高齢者

世帯など援助を 必要と

し ている人がいないか

などの確認を行う 。

●防災訓練の実施

　 災害を 想定し て訓練

を 行い、 消火器の使用

法や応急手当て な ど、

防災活動に必要な知識

や技術を 習得する。

●防災知識の普及

　 防災地図や防災カ ル

テの作成、 防災新聞の

発行、 防災講演会、 防

災イ ベント などを 通し

て、 住民一人ひと り が

防災に関心を も ち、 準

備するよう 取り 組む。

●防災資機材の整備

　 災害発生時に必要と

さ れる資機材を、 地域

の実情に応じ て準備し

ておく 。 また、 定期的

に点検や使い方を 確認

する。

平常時の活動

●初期消火

●避難誘導

●安否確認

●救出・ 救助

   負傷者の救出、 救護

所への搬送など。

●情報の

　 収集・ 伝達

　 災害に関する正し い

情報の収集と その伝達

を行う 。

●避難所の

　 管理・ 運営

　 水や食料などの配分、

炊き 出し などの給食・

給水活動。
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災害時要援護者を誘導するポイ ント

　 突然の災害に見舞われたと き、 大き な被害を 受けやすいの

は、 高齢者や乳幼児、 障がい者、 傷病者など、 なんら かの手

助けが必要な人（ 災害時要援護者） です。 災害時要援護者を

災害から 守るために、 地域で協力し 合いながら 支援し ていき

まし ょ う 。

　 避難路は車いすで通れるか、目の

不自由な人にと っ て障害物がないか

など、災害時要援護者の身になっ て

確認する。

防災環境を 点検する 　

　 災害時要援護者と 一緒に防災訓

練を行う 。 その際、 災害が起き た

と き の安否確認や避難支援など、

具体的な救援体制を決めておく 。

一緒に防災訓練に参加する

　 災害時の混乱や被害が大き いと

き ほど、 困っ ている人に温かい思

いやり をも っ て接するよう にし ま

し ょ う 。

困っ たと きは温かい気持ちで

　 近く に災害時要援護者が住

んでいるかどう かを把握し て

おく 。 も し 災害時要援護者が

いれば、「 要援護者台帳」 へ

の登録に協力し ても ら う 。

災害時要援護者を 把握する

　 日ごろ から 近隣に住む災害

時要援護者と あいさ つを交わ

すなど交流を深めておく 。 ま

た、 プラ イ バシーや本人の意

思などに配慮し ながら 、 支援

のニーズを聞いておく 。

災害時要援護者と の交流を 密にする

●ひじ につかまっ ても ら い、 歩行

速度に気を つけながら 支援者が

先に立っ て誘導する

●進むべき 方向は「 ○時の方向で

す」 と 時計の針で表現する

●目が不自由な人

●階段は３ 人以上で援助を 。 上り

は前向き、 下り は後ろ 向き で移

動する

●車いすを利用し ている人

●口を 大き く 動かし 、 ゆっ く り

はっ き り と 話す

●身振り や筆談、 携帯電話の画面

表示などで正確な情報を伝える

●耳が不自由な人


